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研究成果の概要（和文）：本研究ではマクデブルクの参審人についてプロソポグラフィ的検討を

行った。その際、文書館所蔵の未刊行史料や公刊されている史料集、さらには大学の学籍簿な

どを用いて、マクデブルク参審人団の構成員について、その出身家門、血縁・姻戚関係、教育

的背景などを解明した。またこの調査の結果から、マクデブルク参審人団が 16 世紀以降、大学

教育（特に法学教育）を受けた者の参入により、その性格を大きく変えていく点についても示

した。さらに、マクデブルク参審人団の最終期についても新史料を基にその一部について明ら

かにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In this project, a prosopographical research on the member of the 
Magdeburg Bench was carried out. On the basis of unedited documents in several germen 
archives, edited sources and the matriculation registers of the medieval universities 
was found out that the origins, consanguinity or affinity and educational background of 
the member of Magdeburg Bench. In addition it emerged that the Magdeburg Bench has changed 
its character since 16th century as a result of the participation of those who were 
educated on judicial science at universities. Furthermore a part of the final days of 
the Magdeburg Bench was showed by using the archival material which is newly discovered. 
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１．研究開始当初の背景 
 ドイツ中世を代表する都市法であるマク
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代表する法書である『ザクセンシュピーゲ
ル』は、密接に組み合わさり、現在の東・中
欧に位置する地域で広く受容された。それら

の地域ではこの両者についての研究が、近年、
とりわけ 2004 年の EU 拡大以来、ザクセン・
マクデブルク法研究として国際的かつ学際
的に行われている。こうした研究により新し
い史料校訂やモノグラフなどが公表されて
いる。 
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さて、このマクデブルク法および『ザクセ
ンシュピーゲル』を受容した都市からなる法
圏では、マクデブルク市の参審人と呼ばれる
集団の活動が重要である。彼らはマクデブル
クにおいて法の担い手として活動していた。
彼らが行うマクデブルク法圏の諸都市への
法教示や「参審人判決」と呼ばれる活動はそ
れらの都市において実際の裁判において範
とされ、またそれらが蓄積されて新たなる法
文献を形成した。当該地域における法の担い
手としての役割のみならず、その後の同地域
の法文化形成に与えた影響からしても非常
に重要な意味を有しているにも拘わらず、マ
クデブルクの参審人については、近年活発化
の度合いを増すザクセン・マクデブルク法研
究を巡る情勢においても研究が行われてお
らず、主に 20 世紀前半までに蓄積された研
究が批判的に検討されることなくそのまま
用いられている。 

しかし、マクデブルク都市法圏の最も根幹
に位置する彼ら参審人についての知見は、同
法に関する研究のみならず広く中・東欧の都
市制度を研究する際にも比較対象として重
要であり、その欠如は関連分野においても研
究に大きな空白を生じさせている。本研究は
この問題に取り組む第一歩という意味を有
している。 

２．研究の目的 
本研究は上述の問題関心を背景として、大

きく分けて二つの目的を有する。 

１）第一に、本研究は、マクデブルク参審人
（団）の具体像を得ること、そしてそれに
より、中世中・東欧の都市法研究の基礎的
な資料を提供することを目的としている。
マクデブルク都市法は同都市法を受容し
た地域の都市制度に影響を与えており、そ
の制度は参審人制度を前提として成立す
るものだからである。 

  そこで本研究では特に、マクデブルク参
審人にいったい誰が就任していたのか、と
いう最も基本的な問題の解明に取り組ん
だ。マクデブルク参審人（団）の人的要素
について検討することで、参審人（団）の
性格のみならず、それがどのような変遷を
遂げていったのかという点の解明にもつ
ながる、と考えられるからである。 

２）第二に、本研究は、マクデブルク都市法
の基本的な法史料の解明も目的としてい
る。マクデブルクは度々戦禍や災害に襲わ
れ、マクデブルク参審人が蓄積してきた法
史料はほぼすべて焼失している。それゆえ
にマクデブルクの参審人の活動は彼らが
法的つながりを有していた諸都市に残さ
れた法教示・法判告などから再構成される。

但し、そうした史料は、特殊な疑義が生じ
た場合に行われる法的照会に基づくもの
である。しかし、日常的に生じる法的問題
においてマクデブルク法実務がどのよう
に対応していたのかということを示す史
料は限られている。 

マクデブルクには史料が無いのである
が、マクデブルク都市法圏で第二の地位を
認められていた、マクデブルクの隣市ハレ
には、参審人によって行われた裁判実務の
記録が残されている。本研究はこうした史
料の検討・校訂によってマクデブルク都市
法圏における法生活についての資・史料を
提供することもその目的としている。 

３．研究の方法 
本研究は上述の目的を果たすために、それ

ぞれについて以下の方法を用いた。 

１）マクデブルク参審人（団）の人的な要素
について解明するために、本研究はこれま
でマクデブルク参審人として記録に残っ
ている者を網羅的に調査する、プロソポグ
ラフィ的な手法を採用した。実のところ、
これまで一体誰が参審人であったのか、と
いう基本的な問題さえ解明されてこなか
ったからである。 

  プロソポグラフィ的調査では、マクデブ
ルク参審人団に直接関係する年代記のみ
ならず、都市史関連文書集や近隣地域の年
代記・歴史書などを網羅的に調査した。ま
た、マクデブルク市や近隣地域の文書館に
残されている未刊行史料も調査対象に含
めた。さらに、これまでは全く等閑視され
てきた点であるが、マクデブルク参審人と
大学の関係にも着目し、同時代の大学学籍
簿を調査した。 

２）マクデブルク都市法圏の法史料の解明と
いう点については、マクデブルク都市法圏
第二の地位を有する都市ハレの参審人裁
判記録のである『ハレ参審人台帳』の校訂
作業を進め、一定の分量の史料を得た後、
その内容につき法律術語などに焦点をあ
て検討を加えた。 

４．研究成果 
 本研究では、上記の研究方法により、以下
の成果を挙げた。 

１）本研究では、マクデブルク参審人（団）
のプロソポグラフィ的調査を行うことで、
マクデブルクにおいて歴史上参審人職を
務めた者を初めて網羅的に提示した。その
際、これまで断片的には知られていた者も
いたが、本研究によって初めてその存在が



知られることになった者も多い。 
 特に注目すべき点として、マクデブルク
参審人となった者たちの出身家門、血縁・
姻戚関係について解明したことが挙げら
れる。また、時代ごとに市政において権勢
を誇った家門から参審人が輩出される傾
向にあったことが明らかとなった。 

また、マクデブルクの参審人制度は世襲
制によるものであるという法史料上の記
述により、市内の家門による世襲制である
ことが前提とされていたが、本研究により、
後代になると参審人の中に市外出身者が
増加することが示された。またその場合で
あっても、いずれかの形で市内の参審人輩
出家系と姻戚関係などを有していたこと、
さらに大学で学識法曹としての教育を受
け、博士相当の学位を有していたことが分
かった。また、こうした市外出身の学識法
曹が参審人になるケースにおいては、大学
での勉学期間中、いずれかの時期に、後に
参審人として同僚になるマクデブルク市
出身者と同時期に同一大学に在籍してい
ることが分かり、大学が人脈形成の場とし
て機能していた可能性があったのではな
いか、と推測される。 

本研究において特に重要であるのは、大
学と参審人の関係が指摘されたという点
である。これまでマクデブルクの参審人は
大学を背景とした学識法曹とは無縁であ
ると考えられてきたが、16世紀以降、参審
人団に多くの学識法曹が参入していった
ことが本研究で明らかとなった。このこと
は上述の学識法曹で参審人となった市外
出身者において特に顕著に表れている。結
果として、マクデブルクの参審人団の消滅
原因として考えられてきた、「学識法曹と
無縁の時代遅れの参審人」という像は修正
を迫られることになった。 

このことと関連して、マクデブルク参審
人団の消滅原因を探る上で、マクデブルク
参審人団の最終期についての知見が重要
となる。この点についても、文書館所蔵未
刊行史料の調査によって、当時の様子につ
いてその一端を示すことができた。例えば、
1631 年のマクデブルク陥落後、マクデブル
クに参審人団を再興しようと後任人事を
進めていた最後の参審人 J・H・ヴァルター
の書簡からは、当時同参審人団が近隣の、
法科大学との連携を図り学識法曹主体の
参審人団へと変貌を遂げていたハレやラ
イプツィヒの参審人団と比肩しうるよう
な参審人団を目指していたこと、またそれ
を達成するための一手段として新規に参
審人に採用する予定である者に相当の学
識法的素養を求めていたことが窺われる。
こうした史料からは、マクデブルク参審人
団が 16 世紀以降、それまで有していた中

世的な参審人団からその性格を大きく変
化させていった過程の一端が示された。 

２）マクデブルク都市法圏での法実務史料に
ついては、本研究期間中、マクデブルク都
市法圏第二の都市ハレの参審人台帳を校
訂する作業を進め、一定程度、全体を通じ
た検討が可能となるまで史料が集積され
た。それらの史料を基に、法制度上の変遷
や裁判実務への学識・ローマ法的な影響に
ついて法律術語のレベルで検討を行った。 
その結果、13世紀にまでさかのぼることの
できるハレの裁判記録において、記述に用
いられていた言語が、中世低地ドイツ語か
ら中世高地ドイツ語へ漸次的に移行して
いくこと、またそのような一般的な推移の
中でも、法律術語、わけても恐らくザクセ
ン・マクデブルク法地域に特有と思われる
法制度に関係する術語や特定の言い回し
については、旧来からの中世低地ドイツ語
的な表現が維持される傾向にあったこと
が分かった。 

さらに、15 世紀中頃から裁判史料にラテ
ン語の法律術語が登場し始めることが明
らかとなった。それらの単語は、恐らく同
じ意味を持つと考えられるドイツ語系の
術語と共に重ねて表記されるのが一般的
であり、学識・ローマ法的な法概念が漸次
的に浸透していったことを窺わせる。但し、
これらの術語が登場する以前に既に彼ら
が学識・ローマ法的な法概念を有していた
のか、また彼らがそれらの術語を正しい理
解に立った上で用いていたのか、といった
点については今後のさらなる検討を必要
とする。 

 上述の１）および２）で挙げた研究成果は、
一方はマクデブルク市の内部における動向
を主要なテーマとし、他方はマクデブルク市
を離れ、マクデブルク都市法圏内の主要都市
ハレを舞台とする裁判実務をテーマとして
いるが、これらの検討により得られた新知見
を統合することで、マクデブルク法の基本的
制度であり、また同都市法の担い手でもあっ
た参審人（団）について、これまでの研究の
空白を埋める研究成果が得られたものと考
えられる。 
第一に、これらの研究成果は、東・中欧の

中世都市研究にも比較研究の素材を提供す
るという点で大きな意味を有している。とい
うのも、これらの地域にあるザクセン・マク
デブルク法を受容した諸都市ではマクデブ
ルク市と同様の都市制度、つまり参審人制度
を基本的要素として含む都市制度によって
運営されていたからである。これまではこれ
らの都市の範であったマクデブルクにおけ
る同制度の運用実態が解明されていなかっ



たが、本研究によって提示された新知見によ
り、マクデブルク都市法圏での参審人制度の
運用実態についての比較検討を行うことが
できるようになる。 
 また、第二に、これらの成果は、旧来の参
審人による法実務とローマ学識法的な実務
との関係性について新しい知見を提供する
ものとなっている。マクデブルクの参審人が
活動の拠点としていた中部ドイツには、15 世
紀以降、ライプツィヒ、エアフルト、ヴィッ
テンベルク、ヘルムシュテット、イェーナ等、
多くの都市で大学が設立され、それらの大学
で法学教育を受けた者が後に参審人に就任
するようになったのだが、これらの大学はそ
の後の法学史においても非常に重要な地位
を占めることになる。参審人が大学と密接な
関係を有していたことを含め、マクデブルク
参審人（団）についての研究からもたらされ
た諸事実は、都市法史に限らず、法学史にも
新たな知見をもたらすことになる。この点に
ついても今後さらなる検討を必要とする。 
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